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当社グループは、お客様お一人おひとりに最適なプランを立案・
実行する「承継・運用・管理の総合財産コンサルティングサー
ビス」を提供しています。グループの専門性を活かし、総合力を
結集することで、お客様の幸せな人生に貢献できる存在であり
続けたいと考えています。時代の変化や多様化するニーズに
柔軟に対応し、より良いサービスを追求しながら進化を続ける
ことで、皆様の大切な資産を守り、次の世代へとつなぐお手伝い
をしてまいります。今後とも、当社グループをどうぞよろしくお願い
いたします。 代表取締役社長

To p i c s

「財産」のことなら青山財産ネットワークス
ホームページでは旬な情報を随時更新しています 青山財産 検索 https://www.azn.co.jp
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2022年当社入社。上場・非上場問わずオーナー
経営者に対して、財産の承継・運用・管理の総合
コンサルティングを提供している。ビジョンは、
「多くの判断を迫られるオーナー経営者にとって、
『アドバイザー』『商品提供者』ではなく、心地
よい理解者になること」。

印南 茉莉花

コンサルティング事業本部
第一事業部 第二グループ

株式会社
青山財産ネットワークス

2021年青山フィナンシャルサービス入社。ゴールベースによる資産配分の構築
と伴走型コンサルティングを手掛ける。それ以前は、大手証券会社にてプライ
ベート・バンキング部門、本社企画部門等を経験。企業オーナーや富裕層の資
産保全など各種ソリューション提供に従事し、プライベート・バンキング部門で
は営業管理職を務める。AFP（日本FP協会認定）、金融知力普及協会認定上
級金融商品フェアアドバイザー、中学校・高等学校教諭一種免許（数学）

大垣 和美

AFS統括部長 兼 
ウェルスマネジメント部長

株式会社
青山フィナンシャルサービス

青山財産ネットワークスグループがコンサルティングにおいて大切にしている視点は「全体最適」。それを実現するための
私たちの強みが、グループ間の連携です。青山財産ネットワークスと金融資産運用をサポートする青山フィナンシャル
サービスのコンサルタントがどのように連携し、お客様に価値を届けているのかをご紹介します。

　
相
続
・
事
業
承
継
・
不
動
産
な
ど
の
総
合
財
産
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
手
が
け
る
青
山
財
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

（
以
下
、A
Z
N
）。A
Z
N
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、「
金

融
資
産
運
用
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」を
担
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
が
、青
山
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス（
以
下
、

A
F
S
）で
す
。両
社
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
い
る
の
か
、A
Z
N
の
印
南
茉
莉
花
と

A
F
S
の
大
垣
和
美
が
お
伝
え
し
ま
す
。

 
印
南
：
私
は
財
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、お
客
様

に
本
当
に
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
多
角
的
に
分
析
し
、

問
題
を
根
本
か
ら
解
決
す
る
提
案
を
し
て
い
ま
す
。対

策
の
中
で
、運
用
資
産
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ

と
や
、金
融
資
産
知
識
が
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く

あ
り
ま
す
。A
F
S
は
、そ
う
し
た
お
客
様
・コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
て
、金
融
資
産
・
運
用
界
の
専

門
部
隊
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。金
融
資
産
を
専
門

と
し
、か
つ「
全
体
最
適
」の
考
え
方
を
共
有
し
て
い
る

A
F
S
の
存
在
は
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
大
垣
：
私
た
ち
は
、売
れ
筋
の
金
融
商
品
を
お
勧
め

す
る
の
で
は
な
く
、お
客
様
の
目
的
・
目
標
達
成
の
た
め

に
必
要
な
運
用
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

「
お
客
様
を
知
る
」と
い
う
ス
タ
ー
ト
段
階
で
A
Z
N
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
分
析
が
完
了
し
て
い
る
た
め
、

ス
ム
ー
ズ
に
理
解
を
深
め
、プ
ラ
ン
設
計
へ
進
め
ら
れ
ま

す
。前
提
と
し
て
、A
F
S
は
A
Z
N
の「
パ
ー
ト
ナ
ー

の
一つ
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。業
法
上
、別
会
社
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、自
分
た
ち
を
総
合
財
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
一
員
と
捉
え
て
い
ま
す
。お
客
様
と
同
じ
方
向
を
向

き
、「
お
客
様
に
と
っ
て
の
最
適
」を
考
え
て
提
案
す
る

ス
タ
ン
ス
は
A
Z
N
と
同
じ
。確
か
な
戦
略
と
規
律
あ

る
運
用
を
求
め
る
お
客
様
に
対
し
、心
の
平
和
を
保
っ

て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
、「
メ
ン
タ
ー
」と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
印
南
：
ス
タ
ン
ス
は
同
じ
と
は
い
え
、お
客
様
は
新
メ

ン
バ
ー
の
登
場
に
戸
惑
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

お
客
様
と
一
緒
に
、A
F
S
の
提
案
内
容
を
吟
味
し
、

疑
問
や
不
安
を
取
り
除
い
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　
印
南
：
A
Z
N
で
は
全
て
の
お
客
様
に
A
F
S
を
紹

介
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、承
継
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
必

要
と
さ
れ
る
お
客
様
を
お
つ
な
ぎ
し
て
い
ま
す
。例
え

ば
、製
造
業
を
営
む
A
さ
ん（
50
代
）は
、業
績
好
調
で

余
剰
資
金
が
あ
り
、私
と
一
緒
に
納
税
や
承
継
の
プ
ラ

ン
策
定
を
進
め
ま
し
た
。し
か
し
承
継
・
相
続
は
ま
だ
ま

だ
先
で
あ
り
、後
継
者
も
決
ま
っ
て
い
な
い
状
態
。そ
こ

で
、よ
り
よ
い
資
産
運
用
の
た
め
に
は
、金
融
の
プ
ロ
の

意
見
も
必
要
だ
と
判
断
し
、A
F
S
に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

「
自
身
は
時
間
的
に
も
心
理
的
に
も
事
業
に
集
中
で
き

る
状
態
で
い
た
い
」と
い
う
A
さ
ん
に
と
っ
て
、継
続
的

な
運
用
を
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
点
に
お
い
て
も
、A
F
S

が
最
適
だ
っ
た
の
で
す
。A
さ
ん
は
金
融
資
産
運
用
の

経
験
が
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
大
垣
：
ま
ず
は「
経
験
が
な
い
」と
い
う
ご
不
安
の
解

消
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。金
融
資
産
運
用
の
基
本
的

な
仕
組
み
か
ら
ご
説
明
し
、理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
印
南
：
2
回
目
以
降
の
面
談
で
は
A
さ
ん
も
ご
自
身

で
調
べ
て
相
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。大
垣
さ
ん
は
A
さ
ん

の
考
え
を
否
定
せ
ず
、ま
ず
受
け
止
め
た
上
で
、リ
ス
ク

や
他
商
品
と
の
比
較
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
大
垣
：
企
業
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
は
経
営
者
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
お
仲
間
か
ら
情
報
を
得
て
同
じ
よ
う
に
実
践

す
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。し
か
し
、他
者
が
う
ま

く
い
っ
て
い
る
商
品
や
手
法
が
自
身
に
も
適
し
て
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。A
F
S
の
運
用
ア
ド
バ
イ
ス
の
本

質
は
、「
お
客
様
が
失
敗
の
道
を
選
ば
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
」。そ
し
て
、運
用
プ
ラ
ン
や
商
品
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、お
客
様
と
十
分
な
擦
り
合
わ
せ
を
行
い
、お
客
様

自
身
が
理
解
し
、腹
落
ち
し
た
上
で
選
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
印
南
：
投
資
経
験
が
豊
富
な
方
で
あ
っ
て
も
、「
部
分

最
適
」に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
う
し
た
方

は
A
F
S
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
高
度
な
議
論
を
し
て
、

よ
り
良
い
投
資
体
験
を
得
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
大
垣
：「
目
的
」「
目
標
」を
持
っ
て
運
用
で
き
て
い
る

ケ
ー
ス
も
少
な
い
と
感
じ
る
の
で
、私
た
ち
は
、目
的
・

目
標
の
明
確
化
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。同
時
に「
運

用
し
な
い
リ
ス
ク
が
高
ま
る
イ
ン
フ
レ
下
に
資
産
価
値

を
守
る
」こ
と
を
大
切
に
伴
走
し
ま
す
。

戦
略
と
規
律
あ
る
運
用
を
支
え
る

「
メ
ン
タ
ー
」で
あ
り
た
い

「
目
的
・
目
標
の
明
確
化
」と

「
変
化
へ
の
対
応
」を
支
援

詳細はWebで
ご紹介しています▶

青山財産ネットワークス（AZN）×青山フィナンシャルサービス（AFS）

グループ連携により「全体最適」の実現へ

・・・
・・・・・・

・・・・・・・・・

お客様
Aoyama
Financial
ServiceAFS

金融資産運用コンサルティング総合財産コンサルティング

青山財産ネットワークスグループ

https://www.azn.co.jp/column/20250625-1154.html


A ZN  N ew s

当社が主力コンサルティング商品として提供する不動産小口化商品
「ADVANTAGE CLUB」は、2002年の運用開始から20年を越えました。累計組合
数83組合、組成累計額は1,883.1億円、のべ組合員数は7,771名（2025年5月末現
在）と「資産を守る」ための資産形成のひとつとして、多くの方にご好評をいただいて
おります。最新の商品情報は、右記「ADVANTAGE CLUB商品ページ」からご確認
いただけます。また、不動産小口化商品をお探しの方向けに、商品選びのポイントを
3分でわかりやすく解説した動画もございますので、ぜひご覧ください！

経済産業省
「ファミリービジネスの
 ガバナンスの在り方に関する研究会」に
AFOS取締役 米田隆が委員として参画
当社グループ株式会社青山ファミリーオフィスサービス（以下、AFOS）は、ファミリービジネス（=同族企業）の永続的
発展に向けた一族経営の課題解決を支援しております。
このたび、AFOS取締役の米田隆が経済産業省が主催する「ファミリービジネスのガバナンスの在り方に関する研究会」に、
委員として参画いたしました。本研究会では、ファミリービジネスの持続的成長を後押しするための「ファミリーガバナンスを
構築するための規範」策定に向けた議論が進められており、当社はこれまで培ってきたファミリー企業支援の知見と実績を
もとに、政策提言に貢献してまいります。

���������������

早稲田大学法学部卒業後、日本興業銀行に入行。同行の行費留学生
として米国フレッチャー法律外交大学院へ留学し、国際金融法務の修
士号を取得。長年にわたり、プライベートバンキング、同族企業の経営支
援、新規事業開発、ファイナンシャル・プランニング、金融機関のリテール
戦略などの分野で豊富な実務経験を持つ。現在は、ファミリービジネスの
ガバナンスやファミリーオフィス支援の第一人者として活躍。

早稲田大学 総合研究機構
国際ファミリービジネス総合研究所 招聘研究員

公益社団法人日本証券アナリスト協会
プライベートバンキング 教育委員会 委員長

株式会社
青山ファミリーオフィスサービス

米田 隆取締役

ファミリービジネスのガバナンスの在り方に関する研究会
ファミリービジネスのガバナンス強化に向け、「ファミリーガバナンスを構築
するための規範」を策定することを目的に設置されました。背景には、政府が
中堅企業を日本経済の成長を支える中核と位置づけ、2024年を「中堅
企業元年」として、法律上の定義を初めて明確化し、成長支援施策を本格化
させた動きがあります。
今年2月には「中堅企業成長ビジョン」が公表され、その中で中堅企業の
多くを占めるファミリービジネスが、日本経済にとって極めて重要な存在で
あるとの認識が示されました。また、当社が注力してきたファミリーガバナンス
に関しても、「強みを活かしつつ、リスクを適切に管理するガバナンス体制の
構築が不可欠」とされ、その規範づくりを進めるべく、本研究会の開催に
至っています。

不動産小口化商品「 」について

「ADVANTAGE CLUB」６つの特徴

▶

ADVANTAGE CLUB
の詳細はこちら

▶

商品選びのポイント
動画はこちら

1口1,000万円からの投資1
資産価値の高い都内中心部の数十億円規模の不動産に、1
口1,000万円から投資することが可能です。小口化による投
資のしやすさがポイントです。

高い資産価値2
東京都内中心部の千代田区、中央区、港区を中心に資産価
値の高い対象物件を選定しており、年間約3,000件以上の不
動産情報の中から、プロの目で厳選した優良物件です。

安定した収益3
都心の優良物件は価格・賃料水準が高く、下落リスクが小さ
いことも特徴です。また、稼働率も高いことから、安定した年
間利回りを期待できることが魅力です。

不動産税制の対象4
隔月ごとの分配金は不動産所得、持分譲渡・償還が譲渡所得
として課税されます。また、相続発生時において持分は、土
地・建物として評価されます。

相続時の遺産分割が容易5
相続発生時において、1口単位で相続人に分割が可能です。
現物不動産の相続時に比べて、対応が簡便に処理できます。

安心の不動産管理体制6
テナント選別、管理会社選定、コスト管理など、様々な専門ノ
ウハウをもつ、青山財産ネットワークスグループがバックアッ
プします。

【ADVANTAGE CLUB 過去組成物件一例】

TK新都心ビル
2025年
2月組成

愛宕山PREX
2024年
11月・12月組成

VIVEL渋谷
2024年
6月・7月組成

https://corp.azn.co.jp/ad/lp.html
https://www.youtube.com/watch?v=2Fv5IGPJb2A


以降の青山財産レポートの郵送に関して、
ご不要な方は、こちらのフォームより
お願いいたします。

青山財産ネットワークスグループ

本冊子は、過去に当社にご相談いただいたお客様へ向けて、当社および当社グループ会社の業務に関する情報のご案内として送らせていただいております。お客様の個人情報は、個人情報保護関連法及び当社の
プライバシーポリシーに従い、適切に管理しております。今後、当社からのご案内をご希望されない場合は、お手数ではございますが、上記お問い合わせ先までお申し出ください。
株式会社青山財産ネットワークス　個人情報お問い合わせ窓口

■ご意見、ご感想、お問い合わせなどございましたらこちらまで

azn-pr@azn.co.jp青山財産レポート事務局

2506203

「財産」のことなら青山財産ネットワークス

A ZN  I n f o rm a t i o n

郵送停止
フォーム

セミナーレポート セミナー動画

「心の健康」を考える上で大切なのは、「心」と「体」の関係です。
心と体はつながっており、心だけを元気にするのではなく、体調を整えることも大切です。体の健康のために、
以下の4つの観点で自身を振り返ってみてください。

青山財産ネットワークスは、人生100年時代を幸せに過ごすために、“財産”面での
支援に注力すると同時に、“心と体”の健康も大切であると考え、年に2回「心」と「体」の健康オンラインセミナーを
開催しています。本年5月、多数メディアに出演されている東京藝術大学保健管理センター准教授・精神科専門医の
田中伸一郎先生をお招きして、「健康に長生きするための秘訣」についてお話しいただきました。

第9回 「心」と「体」の
健康オンラインセミナーを開催

当社グループでは、社会課題の解決に向けた積極的な
社会貢献活動を行っています。「ペット殺処分ゼロ社会の
実現に向けた支援」や「食品配布・余剰食品支援」など、
社会課題に取り組んでいる団体への物資提供に加え、
社員自らが団体の活動にボランティアとして参加してい
ます。今後も継続的な寄付を行うとともに、社員自身も活動
へ参加することで人間力の向上につなげてまいります。

当社グループの
社会貢献活動

心の健康のためには体の健康が大切

詳しい講演の内容は、セミナーレポートまたはセミナー動画をご覧ください。
心の健康のために大切なこと、良質な睡眠をとるためのコツ等をご紹介しています。

理想的な睡眠時間は「7時間」
です。また、「昼寝ができるかど
うか」も重要で、昼寝ができる
ことは健康な証拠です。

快眠
食事の基本は腹八分目まで食べ
ることが大事で、食べ過ぎはよく
ありません。また、お酒との付き
合い方も見直してみましょう。

快食
気持ちよく排泄ができている
かどうか、週に何回排便してい
るかを意識し、すぐに流さず、
形状も観察し確認しましょう。

快便
毎日何歩くらい歩いているかを意
識してみてください。スマートウォッ
チなどを活用して歩数をチェックす
るのもいいでしょう。理想は1日あ
たり「7000歩」と言われています。

適度な運動

田中 伸一郎氏

東京藝術大学
保健管理センター准教授
精神科専門医

【講演内容】
健康に長生きするために
～快眠・快食・快便・適度な運動のススメ～

心臓血管病のおはなし
大阪大学大学院医学系研究科 特任教授 大阪けいさつ病院院長　澤 芳樹氏

がん診療ガイドラインの光と影
～肺がん診療におけるヒューマンスクランブル～
順天堂大学医学部付属順天堂医院 呼吸器外科 主任教授　鈴木 健司氏

順天堂大学大学院医学研究科・医学部教授　小林 弘幸氏

※役職名・内容等は、ご講演当時のものとなります。

健康の正体
～自律神経と腸内環境の重要性～ 

保護犬の飼養やトレーニング等を行う
「公益財団法人 ヒューマニン財団」の飼
養訓練センターでドッグランの草刈りを
行いました。

国内の子どもの貧困対策を
行う「特定非営利活動法人 
グッドネーバーズ・ジャパン」
様指定の都内施設で、団体
から届いた配布食品の搬入、
仕分け、利用者へ直接食品を
お渡しするお手伝いをして
います。

詳細はこちら▶

過去のセミナーレポート
※リンク先ページで

　“健康”タブを選択ください。

過去セミナー（一例）

https://corp.azn.co.jp/report-stop.html
https://www.youtube.com/watch?v=WMHADjx7TVU
https://www.azn.co.jp/column/20250602-1136.html
https://www.azn.co.jp/column/
https://corp.azn.co.jp/ir/sustainability/committee/contribute.html

